
「
漫
遊
雑
記
」
は
、
黒
田
亮
の
「
続
勘
の
研
究
』
（
昭
和
十
三
年
）
や
、

富
士
川
瀞
の
「
詳
解
漫
瀞
雑
記
」
（
昭
和
十
五
年
）
の
著
書
な
ど
で
高

く
評
価
、
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
に
お
い
て
は
す
ぐ
れ
た
医

道
の
言
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
江
戸
時
代
中
期
の
医
学

は
、
当
時
の
世
界
で
も
相
当
に
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。平
成
五
年
約
二
百
三
十
年
振
り
に
「
処
士
独
哺
庵
墓
」
が
再
建

さ
れ
、
記
念
法
要
が
蔵
鶯
庵
本
堂
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
「
初
版

本
を
さ
が
し
出
し
て
き
ち
ん
と
し
た
書
誌
学
の
研
究
が
必
要
」
と

発
言
さ
れ
た
宗
田
一
先
生
の
こ
と
ば
が
残
っ
た
。
そ
の
後
思
い
が

け
ず
初
版
本
を
入
取
で
き
た
私
は
、
臨
床
家
と
し
て
関
心
の
あ
る

「
神
経
症
の
歴
史
」
へ
の
か
か
わ
り
か
ら
、
『
漫
遊
雑
記
」
の
中
の

「
気
疾
」
の
概
念
に
注
目
し
、
す
で
に
報
告
し
た
。

14

永
富
独
嚥
庵
（
「
漫
遊
雑
記
」
一
七
六
三
年
）

に
み
る
「
狂
」
の
用
語
に
つ
い
て

小
曽
戸
明
子

富
士
川
瀞
は
、
そ
の
著
「
詳
解
漫
瀞
雑
記
』
の
解
題
の
中
で
、

「
明
和
元
年
の
初
版
と
文
化
六
年
の
再
版
と
を
比
較
点
検
す
る

に
、
辞
句
の
修
正
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
処
々
に
こ
れ
あ
り
、
記
事

の
順
序
が
変
更
せ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
其
外
に
は
別
に
著

し
い
相
違
は
な
い
。
」
と
記
し
て
い
る
。

今
回
「
狂
」
と
い
う
文
字
に
注
目
し
て
み
た
が
へ
使
用
は
十
一

段
落
二
十
ケ
所
で
、
再
刻
本
で
一
ケ
所
減
じ
て
い
る
の
み
で
内
容

に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
順
序
の
変
更
は
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
「
気
疾
」
の
用
語
に
み
る
順
序
の
変
化
と
同

じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
初
版
本
で
は
、
症
例
、
総

論
、
症
例
の
順
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
再
刻
本
で
は
、
総
論
が
症

例
の
前
に
な
っ
て
い
る
。

「
狂
」
の
文
字
の
あ
る
二
十
ケ
所
（
①
～
⑳
）
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
る
と
、
①
～
⑥
は
初
版
本
四
～
五
丁
、
二
十
七
行
五
四
○
字

に
わ
た
る
最
初
の
症
例
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
症
例
は
「
疫
兼

気
」
の
病
態
で
、
「
須
二
先
吐
」
と
独
嚥
庵
は
言
う
が
入
れ
ら
れ
ず
、

「
発
し
狂
」
の
状
態
を
来
た
し
た
が
、
な
お
も
こ
れ
は
疫
で
は
な
く

狂
だ
と
主
張
す
る
他
の
医
生
に
対
し
て
、
「
余
日
、
疫
已
解
、
狂
自

狂
而
已
、
錐
し
狂
依
レ
疫
発
、
易
し
為
也
、
勿
レ
驚
、
待
一
一
数
日
之
後
、
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腹
気
復
、
津
液
調
《
治
レ
之
可
也
」
と
言
い
放
ち
去
る
。
そ
の
後
や

は
り
誤
治
が
生
じ
再
び
独
嚥
庵
が
呼
ば
れ
て
一
命
を
助
け
る
。
郷

里
赤
間
関
で
の
症
例
で
あ
り
、
最
終
段
落
の
自
伝
的
記
事
の
中
で

⑳
「
性
狂
椙
不
下
為
二
郷
曲
容
上
」
と
自
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た

独
哺
庵
に
と
っ
て
、
冒
頭
に
置
く
に
値
す
る
大
き
な
意
味
を
持
つ

症
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
づ
い
て
⑦
狂
走
⑧
狂
妄
⑨
狂
躁
の
語
は
患
者
に
つ
い
て
で
は

な
く
、
家
族
な
ど
の
周
囲
の
者
の
行
動
や
状
態
の
形
容
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑩
狂
犬
毒
⑪
狂
夫
⑫
狂
呪
な
ど
。
狂
咄

は
壊
症
で
不
治
と
し
た
病
態
の
記
載
の
中
に
あ
る
。

⑬
～
⑰
は
望
ま
れ
な
い
妊
娠
の
症
例
の
中
で
、
「
気
鯵
結
而
上

衝
」
「
虚
悸
煩
躁
」
「
手
足
瘤
属
し
気
」
「
眠
則
如
二
驚
澗
一
」
な
ど
の

病
状
に
対
し
て
、
「
余
呼
二
家
人
一
日
、
是
応
発
し
狂
、
而
斯
女
怜
利
、

気
易
し
困
、
狂
則
忘
レ
情
、
忘
則
生
、
不
し
忘
則
死
、
狂
数
日
、
食
進

胄
調
、
而
後
療
レ
狂
、
不
二
亦
可
一
乎
、
唯
連
延
経
二
百
日
一
耳
」
と
記

さ
れ
、
家
名
を
重
ん
じ
命
だ
け
は
助
け
た
い
と
願
う
家
族
へ
の
み

ご
と
な
説
得
が
効
を
奏
し
治
ゆ
さ
せ
て
い
る
。

⑱
は
『
傷
寒
論
」
の
引
用
「
太
陽
病
不
し
解
熱
結
二
膀
胱
一
其
人
如

レ
狂
」
で
は
じ
ま
る
総
論
的
内
容
で
、
再
刻
本
で
は
⑧
⑩
⑱
の
順
と

な
っ
て
症
例
の
前
の
方
に
移
動
し
て
い
る
。
⑲
は
「
疫
」
を
病
み
、

「
狂
咄
」
す
る
者
に
「
余
日
、
是
受
病
之
初
、
発
汗
不
し
徹
、
邪
気

椀
謬
入
し
裏
、
欲
し
為
二
結
胸
↓
可
レ
下
」
と
し
て
治
ゆ
さ
せ
て
い
る
。

「
漫
遊
雑
記
」
の
中
に
記
さ
れ
た
狂
の
文
字
は
八
種
二
十
回
で
あ

る
が
、
そ
の
半
数
は
、
病
態
と
し
て
の
「
狂
」
で
、
一
つ
の
総
論

と
二
つ
の
症
例
に
限
定
さ
れ
て
用
い
ら
れ
、
「
疫
」
や
「
属
し
気
」

な
ど
と
並
ぶ
用
語
と
し
て
、
「
傷
寒
論
』
の
ワ
ク
組
の
中
で
か
な
り

厳
密
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

（
都
立
府
中
病
院
）
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